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５．二次評価
＜所属長の見解＞

所属長

～H. H.
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中項目

大項目

主要プロジェクト

基本戦略

施策

小項目

000001明日の人材を生む学校教育の推進

000003次代を担う人と文化を育むまちづくり＜教育・文化＞

平成25年10月07日(月)

学校教育課

000003次代を担う人づくりプロジェクト

000004少子高齢社会をこころ豊かに暮らせるまちづくり

幼児教育の充実

000001幼児教育の充実

施策評価表
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